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研究成果の概要（和文）：「画像誘導放射線治療を用いたoligometastasesに対する標準治療の確立」に関して
検討した。対象とした癌の種類、状態は、1.肺oligometastases, 2.非小細胞肺癌oligometastasesに対する定位
放射線照射, 3.食道癌リンパ節oligo-recurrenceに対する(化学)放射線療法 とした。結果、oligometastases
は、oligo-recurrenceとsync-oligometastasesに分けられるが、現状では、oligo-recurrenceは治癒をめざし、
sync-oligometastasesは長期生存をめざすことがよいと示唆された。

研究成果の概要（英文）："Establishment of  Standards of Image-Guided Radiotherapy for 
Oligometastases" was studied. Type and condition of the targeted cancer were as follows: 1. lung 
oligometastases, 2. stereotactic irradiation for non-small cell lung cancer oligometastases, 3. 
(chemical) radiotherapy for esophageal carcinoma lymph node oligo-recurrence. As a result, 
oligometastases can be divided into oligo-recurrence and sync-oligometastases, but at present it is 
suggested that oligo-recurrence aims to cure and that sync-oligometastases should aim for long-term 
survival.

研究分野： 放射線腫瘍学
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１． 研究開始当初の背景 
Oligometastases は、Hellmann や Niibe 

などにより、2000 年代初頭から臨床研究な
ど が 行 わ れ て き た 。 そ の 成 果 は 脳
oligo-recurrence（原発部位問わず）について
や 子 宮 頸 癌 腹 部 傍 大 動 脈 リ ン パ 節
oligo-recurrence 症例などの放射線治療成績
で報告されてきた (1, 2)。 
 近年、画像誘導を用いた放射線治療が臨床
上施行可能となり、画像誘導下にターゲット
である腫瘍により正確に放射線を照射する
ことが可能となってきている。その際、CBCT
を用いた腫瘍での位置合わせでは、自動調整
と比較し、放射線腫瘍医が最終的に微調整す
ることで、約 5mm ほどのターゲットとの位
置の正確さが確保されることも分かってい
る。 
 また、脳の Stereotactic Radiosurgery 
(SRS)などの際に、造影 CT 画像のみでなく、
MRI 画像もフュージョンして行う画像誘導
下放射線治療も実施可能になっている。 
 文献） 
1. Niibe Y et al. Anticancer Res 23: 

4157-4159, 2003. 
2. Niibe Y et al. Int J Radiat Oncol Biol 

Phys 66: 1366-1369, 2006. 
 
２． 研究の目的 
 これら上記の方法を用いて、以前より正確
な放射線治療が可能となった画像誘導放射
線治療を用いた種々の oligometastases の放
射線治療成績と標準的治療方法の確立、さら
に、予後にかかわる因子の検討を行うことと
した。 
 
３． 研究の方法 
A. 肺 oligometastases に対する体幹部定 
位放射線治療成績と予後因子を多施設共
同研究で施行する。 

B. 非小細胞肺癌の脳 oligometastases に 
対して、Stereotactic Radiosurgery (SRS)
や Stereotactic Radiotherapy (SRT)を用
いた放射線治療成績と予後因子を多施設
共同研究で行う。 

C. 食道癌リンパ節 oligo-recurrence に対 
する放射線治療成績と予後因子を多施設
共同研究で検討する。 

 
４． 研究成果 
A. 2 施設共同肺 oligometastases に関し 
ては、聖路加国際病院（聖ルカ・ライフサ
イエンス研究所）と東京大学の共同で実施
した。結果は、2 年全生存率 (OS) 65.7%。
2 年局所制御率 (LC) 79.1%であった。
Oligostatus 別では、oligo-recurrence 群
で 、 2 年 OS 68.5% で あ り 、
sync-oligometastases 群では、2 年 OS 
50.0% で あ っ た (p=0.037) こ の 結 果 、
Oligometastases の 中 で は 、
oligo-recurrence であることが有意な予

後因子となることを世界で初めて示した。
また、生物学的等価線量 (BED10)は、75Gy
以上必要なことが分かった。 
4 施設共同肺 oligometastases に関して

は、東邦大学、東京大学、東北大学、岡山
大学の共同研究で実施した。結果は、単変
量解析、多変量解析ともに OS の有意な予
後 因 子 は 、 oligometastases で は 、
oligo-recurrence が独立した因子として
抽出された。 
今後は、全国から 1300 例以上の症例を

集め肺oligometastasesに対する体幹部定
位放射線治療成績や予後因子を検証し、大
規模データベースでも示せるか確認する。 
 

B. 非小細胞肺癌の脳 oligometastases に 
対して、SRS や SRT 用いた放射線治療成績
と予後因子を 6施設共同研究で実施した。 
61 症例全例での OS の中央値は、26 か月で
あった (95% CI: 17.5-34.5 か月)。2年、5
年 OS は、それぞれ、60.7%、15.7%であった。 
従来の脳転移の予後因子である RPA や GPA
などとともに、oligo-recurrence であるこ
とが有意な予後因子となるか検討したとこ
ろ、単変量解析、多変量解析ともに有意な
予後因子となったのは、oligo-recurrence
のみであった。 
非小細胞肺癌のoligometastasesの場合は、
oligo-recurrence である場合、治癒を目指
す治療も選択肢になり得ることを示せた。 
 
C. 食道癌リンパ節 oligo-recurrence に対 
する放射線治療成績と予後因子を5多施設
共同研究で施行した。237 症例が登録され、 
3 年 OS 37%で、3年 LC 45%であった。単変
量、多変量解析を行い、化学療法併用例、
リンパ節再発の最大径が 22mm 以下、再発
までの期間 (DFI) が 12 か月以上が統計
学的にも有意に予後が良い結果となった。 
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